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昆虫関係 の貴重な図鑑･書籍
一 今西文庫及び原文庫を中心として 一

武 田 享

度法学部の前身である岐阜高等曲林学校は大正12(192

3)年に創設されたため,明治中)UJ以降に出版された紫

重な昆虫学関係の昏斧を所蔵しているO加えて.1967年

から6年間本学の学長を劫められた今西鈍司先生 (1902

-1992)寄贈の今西文畑が3階に.岐阜県出身の植物病

理学者原 摂祐先生 (1885-1962)寄畑の原文E7iが l階

に戯かれている.これらのため,昆虫関係の安正なtD緋

も少なくない｡これらの中から数点を選んで紹介したいo

l 昆虫図鑑

攻が国で瓜初に今日の図鑑形式をとるものが出版さ

れたのは.下記の2相のみであり,棲めて米韮なもの
である｡両日とも本学で所蔵している｡

O F日本昆虫大図鑑』初版 (写共 l) 娘密空相iと
今西文純

北海道大学教授松村松年先生 (1872-1960)が13

人の門下生の協力を

えて1931(昭和6)

年刀江壬f院 (東京)

より出版されたもの

で.1688文の大著で

ある｡松村先生は明

治28-昭和9 (1895

-1934)年北海道大

学で昆虫学を講じて

おられた｡

今西先生に脚毒さ

れた ｢日本昆虫大図

鑑｣の (見返し)に

"異自然界 松村松

年hというサインが

見られる (写其2)｡

晃̀'は 太̀陽がこ

うこうと粁いてい

る,明るい光がさん

さんと榔いている■

という意味があると

い}っれる｡

カゲpウ現を研究

しておられた (級

守.‖1一1-I
-t号
.･1P.A-'･--1-1r'J'-11J･1●～一

'1･≠

述)今西先生は.松村先生から寄Ligされた本国だ中

のカゲロウの40種について,学名,記収等をチニッ

クしておられ,正しいものには直径5cm樫の丸を,

誤っているものには×を打ち,学名を訂正しておら

れる｡

九州大学戊学部昆虫学研究室 ･日本野生生物研究

セ-/クー共同編引きの ｢El本産昆虫総目祭｣(1989)に

よれば.1940年までに我が国で確認されたカグロウ

株は86柾で,今西先生が28唖.松村先生が20種を記

載しておられるから.両先生で60%近くを記載して

おられることになる｡

○ 『日本昆虫図鑑』初版 (写享●t3) 4J王密空E蛭

内EEl朽之助先生他25人の昆虫学者が分担執筆し,

1932(昭和 7)年北

隆館 (カミ京)から出

版された2478貢とい

う大著で,声価も福

かったといわれる｡

1950(昭和25)年に

改訂版が出版され.

その後伝年改訂版が

出版された｡この図

鑑ICは20-30人の申

属のrF匝1担当者の手 (写共 3)

になっているが,その後作画担当者が柑らTLなく

なったためか,L960(昭和35)年の節17版が放終Illl

のものであることは残念である｡なお.この節17版

は生物生産システム学科生物制御学訴座 (昆虫学)

に所歳されている｡

この図鑑には.初版から第17版まで.奥付に写i'1

4に示すようなBfi布番号が記入されている｡

仰 1F7溺:牝

I.i3388
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(写其4)
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2 松村松年先生の著か ･･･ともに原文月i

O ｢日本昆虫学｣第5版 北京 裳華房,289頁
(1898)(写其5)

我が国濃初の昆虫学テキストとして著名で.とく
に昆虫和名の原点と

いわれる食重なもの
である｡対象となっ
たのは208魅の昆虫

で.学名 ･和名,形

態,生態などが簡喪
に記載されている｡
翌1899年に再版.19
00年には3版,4版
と版を重ね,1907年
までに10版が出版さ
れており,当時のペ
ストセラ-ともいえ

よう｡ (写真5)

O ｢日本害虫行｣第3版 東京 裳華房,536貢
(1900)(写其6)

初版は上,下2巻に分けて1899年出版され,翌年

合本して出版された0本群では屋内醤虫 ･衛生苦虫

を含む277柾について.その形億.特徴.被誓状況等

を記述するとともに.26鳩かこついては成虫,軌 幼

虫の形態や農作物の被貸状況が図版でWl密 ･詳細に

記載されている｡

本番の序文の前文に写井7のような印と注意)j項

がある｡

上記の2冊が中心になって F日本昆虫大図鑑Jが上

梓されたものとみることもできよう｡
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3 松村先生と今西先生の接点 (?)

前にもふれたように,松村先生は ｢日本昆虫大図

鑑｣の初版を今西先生に贈呈されたとみられ.表紙袋

に "呆自然界"というサイl/があり.両先生の学問的

関係に興味がもたれる｡今西先生の研究からその接点

らしきものがうかがえる｡

今西先生は1928(昭和3)年京都大学洩学部 (昆虫

学研究室)を卒業され.194L(昭和16)年まで京都大

学大坪臨御実軌所粥師 (無給)として加茂川の水生昆

虫カグロウ節の生僻を中心に研究を続けられた｡193

0-1941年の間に,我が国に生息する41潤主のカグロウ

の生す顕を中心に,良虫.台湾博物学会報,日本動物学

会免租に11編の英文論文として発表しておられる｡こ

れがいわゆる す̀みわけ'の先見となり,く今西理論)

の出発点となる米窪なものであった｡松村先生がこれ

らの論文をご覧になっておられることは間違いなく.

おそらくこれが一つの夜で図鑑を贈呈されたものと考

えられる｡

なお.松村先生は今西先生より30才年長であられる

ことから,60才過ぎの大家が30才も年下の今西先生に

このような感度で接せられたことを知り.人間的にも

大変立派な方と敬J服した｡

4 原 摂祐先生 (1885-1962)

一階の班符ItfJiTiに節文雄が設けられており,主に植

物病理,昆虫Bg係の火盃な由緒が録存されている｡原

先生は岐舟県砥那1m川上村で出生され,岐阜県旗学
校.名和昆虫研究所,東京大学助手,静岡県段会を-

て1930(昭和5)年細里に戻られて頗薬会社に勤務さ

れた｡1955(昭和30)年日本植物病理学全訳'を受n'さ

れた｡

原文脚こは多くの袋重なむ弗が所蔵されており.特

に明治14-大正10(1881-1921)年まで東京大学にて

昆虫学をa-'!じておられ.昆虫学会の大御所的存在であ

られた佐々木忠次郎先生 (1857-ユ938)から原先生宛

の-ガ牛.松村先生のサイ./ (ワ),等々が散見され

る｡これらは斑証な賢料とも考えられ.散逸すること

のないよう永く保有されることを期待したい｡

(たけだ すすむ 農学沸教怒)
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